
様式 2 

《単位互換提供科目詳細》  

 

＊科目 No． 2904 

 科目概要記入欄 

1．開設大学名 島根県立大学 
科目開講 

キャンパス
浜田キャンパス 

2．科 目 名 

正式科目名 

世界経済論 

クラス名 - 

副題 
配当年次 2・3・4 

受入学年  

旧科目名 国際経済論 

学問分野 番号 23 名称 経済学 

サテライトで開講される科目の科目群 Ａ群    Ｂ群 

3．担当教員名 木村 秀史 （総合政策学部総合政策学科 講師） 

4．単 位 数 2 単位 5．開講学期 秋学期 

6.開講期間 

  曜日・時間 

  28 年 10 月 3 日（月）～  29 年 2 月 13 日（月） 

月曜日    10：40 ～ 12：10  

  個別開講日 

1 回目 10/3 2 回目 10/17 3 回目 10/24 4 回目 10/31 5 回目 11/7 6 回目 11/14

7 回目 11/21 8 回目 11/28 9 回目 12/5 10回目12/12 11回目12/19 12 回目 1/16

13 回目 1/23 14 回目 1/30 15 回目 2/6 16 回目  /  試験日    2/13 

7.基礎知識の有無 
1.「基礎知識を必要とする科目」 （               ） 

②.「基礎知識を必要としない科目」 

8.募集人数 

（総授業定員） 

    人  

（      人） 

9.定員超過時の

選考方法 
 

10．科目内容・ 

  授業計画 

 

【世界経済論（国際経済論）で学ぶこととは何か？】 

 世界経済論（国際経済論）では、世界の国々がどのようにして外国との経

済活動を行っているのかということを主に「貿易」から学びます。最近の

グローバル化した世界では、企業の商売相手は国内の顧客だけとは限りま

せん。優良な企業ほど海外の顧客にも目を向けることで成長しています。

ただし、国内での商売が自由であるのに対して、国境を越えた商売では様々

な規制が存在するという厄介な問題があります。したがって、この講義で

は「貿易」を行う場合のルールやそれに関連する諸問題（TPPなど）につい

て学んでいきます。 

【なぜ世界経済論（国際経済論）を学ぶのか？】 

 みなさんは大企業が海外に進出していることはご存知だと思います。し

かし、最近では中小企業ですら新たな収益源を求めて海外進出しているこ

とを知っていますか？このことは、みなさんがどんな企業に就職したとし

ても、将来的に外国経済と何かしらの形で関わる可能性が高いということ

を意味しています。世界の経済や貿易は、これから社会に出る学生さんに

とって知らないでは済まされない知識であると言えるでしょう。 

 

11．試験・評価方法 ３分の２以上の出席が必須条件。出席点 15 点、期末試験 85 点で評価します。

12．別途負担費用 特になし 

13．その他特記事項 レジュメは後日、再配布しないので注意してください。 

14．サテライト科目の

社会人受講について 
科目等履修生（単位付与）として受け入れ 可 否 

聴講生（単位認定不要）として受け入れ 可 否 

 


